
3/21～4/19

牡羊座 【全体運】心の内で迷っていることの仕分
けを。延期、保留というくくりを付けるだ

けでも状況は改善へ。行動力が高まります　【健康運】楽しみな
がらできる運動がお勧めです　【幸運の食べ物】ミツバ

4/20～5/20

牡牛座 【全体運】上旬はもたつき気味のコミュニ
ケーションも中旬には回復。手伝ってくれ

る人が現れて、遅れも取り戻せます　【健康運】頑張り過ぎはダ
ウンの原因に。休憩を挟んで　【幸運の食べ物】イチゴ

5/21～6/21

双子座 【全体運】切磋琢磨（せっさたくま）しなが
ら前進するときです。対立したら何が最善

かを考えて。上昇志向が問題解決の鍵　【健康運】ハードメニュー
もこなせます。プロテインに吉　【幸運の食べ物】春キャベツ

　平素は竹生給油所をご利用頂き誠にありがとうございます。
　さて、永らくご愛顧いただきました当給油所は令和４年３月３１
日をもちまして営業を終了いたします。ご利用いただいています
組合員・利用者の皆様には大変ご不便をおかけすることになりま
すがご理解の程よろしくお願いいたします。
　なお、４月以降につきましてはＪＡグループ「ＪＡＳＳ－ＰＯＲＴ高月」
をご利用くださいますようお願いいたします。

《軽油・灯油配送業務ご利用のご案内》
　４月以降、軽油・灯油の燃料油配送のご注文はお近くの支店
営農経済係へお電話をお願いいたします。なお、免税軽油申請
のお手伝いも各支店営農経済係にて行っておりますのでお気軽に
ご相談ください。（「ＪＡＳＳ－ＰＯＲＴ高月」または「JA北びわこ」を
免税軽油販売業者に指定いただく場合に限ります。）

竹生給油所利用者の皆様へお知らせ
　日頃は、JA事業をご利用いただきありがとうございます。令和4年度
の休日対応について、下記のとおり日程をご案内いたします。何卒、ご
理解とご協力をお願いいたします。

春　期
（16日間）

４月 23日、24日、29日、30日
５月 1日、3日、4日、5日、7日、8日、14日、15日、21日、22日、28日、29日

秋　期
（9日間）

8月 27日、28日
9月 3日、4日、10日、11日、17日、18日、19日

経済窓口の休日対応について

（営業時間／8：30～17：00まで）日　程

場　所 地　　　域 場　　　　　所 住　　　所 電　話

浅井・虎姫
び　わ
湖　北
高　月

木之本・余呉・西浅井

浅井支店
びわ支店
営農経済センター
高月営農経済係
木之本営農経済係（木之本支店北側）

内保町2818

川道町2618

湖北高田町753-2

高月町高月1340-1

木之本町木之本1525

74-0002
72-4482
78-0012
85-3600
82-3004

支店の店舗機能が変わります！
　当ＪＡを取り巻く環境の中で、少子高齢化の進展による市場環境
の変化、超低金利政策の長期化による金融市場の変化、デジタル
技術の進化による金融サービスの変容に伴う利用者ニーズの変化に
伴い、総合事業を展開していく上で信用事業の収益が減少していく
ことが想定されます。
　こうした情勢を踏まえ、地域農業を支え発展させていくためには、
将来にわたって持続可能な経営基盤の確立・強化が必須であり、
効率的な店舗機能の再編に取り組むことにより、総合相談業務の強
化や高度な金融サービスの提供を進めてまいります。

※現在の８支店の内、残りの３支店（びわ・湖北・高月支店）は現行通りの店舗機能となります。
☆上記、②虎姫支店・④余呉支店・⑤永原支店を金融サービスに限定した
　支店に機能再編します。
☆上記、①浅井支店が②虎姫支店をサポート、③木之本支店が④余呉支店
　・⑤永原支店をサポートする支店に機能再編します。

今後とも、組合員・利用者の皆様方のお役に立つべく、役職員一丸となって
取り組んでまいりますので、引き続きご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

◎取扱業務 ⇒ 貯金・為替決済業務・共済・融資（貸付）・相続・購買・
 営農指導業務
　　　　　　　　 ※特に、近年増加傾向にある相続・資産運用の相談業務の充実を図ります。
☆虎姫・余呉・永原支店で相談・取次となる業務を、浅井・木之本支店が
　サポートし対応します。

浅井・木之本支店での業務内容

◎全支店において、現在ご契約頂いております全ての取引きにおいて、組合員・
　利用者の皆様方のお手続きは不要で、引き続き変更なくご利用頂けます。

店舗機能再編に伴うお手続きは不要です！

浅井支店

虎姫支店

木之本支店

余呉支店

永原支店

〈現行支店〉 〈令和４年４月１日〉

③木之本支店

①浅井支店

②虎姫支店

④余呉支店

⑤永原支店

どの支店の店舗機能が再編されるの？

さあ今日から、わたしのよい食、はじめよう！

自分と家族のために。農業と地域のために。
わたしたち一人ひとりにできる「よい食」があります。
それは、持続可能な社会や環境に
とっての「よい食」にもなります。
あなたも「よい食」
してみませんか？

プロジェクト

わたしのよい食
は、みんなのよい食に、つながっている。

ファーマーズマーケット
を利用して地産地消

農業体験などに参加して
農業の大切さを学ぶ

国産の農畜産物を食べて
日本の農業を応援

農業まつりなどに参加して
地域の食や文化を学ぶ

よく噛んで食べて
体や脳の働きを活発に

楽しく手づくりで
食材への愛も深まる

料理を工夫して
食材をムダなく使う

朝からしっかり食べて
一日を元気にスタート

栄養バランスを考えて
毎日健康な食生活を

「旬」のものを食べると
美味しくて栄養たっぷり

食料自給率アップ
に貢献

農業・農村の持つ
多面的機能を守る

地域の活性化を実現

海外からの輸送による
CO2排出を削減

食品ロスを削減

飢餓ゼロの世界に
向けて貢献

わたしと
家族に
「よい食」

農業と
地域に
「よい食」

持続可能な
社会・環境に
「よい食」

©みんなのよい食プロジェクト

みんなのよい食
プロジェクトを
応援しているよ。
よろしくね！

7歳・小学2年生
口ぐせは「パク！」

え み

笑味ちゃん
「よい食」はSDGsの実現にも貢献

「みんなのよい食プロジェクト」のサイトはこちらからご覧ください。

JAグループがすすめる、心と体を支える食の大切さ、国産・地
元産の豊かさ、それを生み出す農業の価値を伝え、国産・地元
産と日本の農業のファンになっていただこうという運動です。

「みんなのよい食プロジェクト」とは

北びわこ農業協同組合

右の二次元コードからホームページをご覧いただけます

●編集・発行
　〒529-0341 滋賀県長浜市湖北町速水2721番地
　北びわこ農業協同組合 企画管理課　TEL.0749-78-2403
　URL  https://www.jakitabiwako.jp/
　E-mail  soumu@kitabiwako.jas.or.jp
●印刷　谷口印刷株式会社
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★3月のあなたの運勢★

MARCH

JA北びわこでは、「みんなの良い食プロジェクト」の取組みとして、「料理教室」
「管内小学校での農業体験活動」「愛の米ひとにぎり運動」などを実施しています。
本紙中面の『「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクールに入選』もこの取組みの一環です。

令和４年
４月１日より
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9/23～10/23

天秤座 【全体運】上昇運です。さまざまなことが
明らかになってくるはず。心配事は解消

へ。悩んでいるより相談してみるのがベター　【健康運】体力増
進のチャンス。運動量を増やして　【幸運の食べ物】サヤエンドウ

10/24～11/22

蠍座 【全体運】気後れして活躍の機会を逃して
しまわないように。失敗は成功の母。最初

は駄目でも修正しつつ進めれば成功へ　【健康運】つまずいたり
ぶつけたりしないよう慎重に　【幸運の食べ物】カラシナ

11/23～12/21

射手座 【全体運】やることが山積みになりそう。
大切なことや重要なことを意識して。無

理なことはすぐにお断りを。下旬は運気回復　【健康運】耳寄りな
情報が。新しい健康法を試してみて　【幸運の食べ物】ハマグリ

6/22～7/22

蟹座 【全体運】渡りに船の話が舞い込みそう。
活動的なほどラッキーに巡り合えます。セ

ミナー参加や旅行の計画を立てて吉　【健康運】古傷が痛みやす
いとき。冷やさないよう大切に　【幸運の食べ物】サントウサイ

7/23～8/22

獅子座 【全体運】忙しくも楽しい月です。ハプニ
ング要素が強く頼まれ事が増えそう。で

きることは引き受けるのが開運のコツ　【健康運】肌荒れに気を
付けて。クリームなどでケアを　【幸運の食べ物】ツクシ

8/23～9/22

乙女座 【全体運】多忙な時期なので優先順位を
付けて動くことが大切です。連絡は早め

に。1人では難しそうなら助けを求めましょう　【健康運】温かい
ハーブティーや漢方茶でティータイムを　【幸運の食べ物】サワラ

温湯消毒法と
微生物防除の
併用体系防除法

種
も
み
準
備

塩
　
水
　
選

水
　
洗
　
い

籾
　
乾
　
燥

温
湯
消
毒

播
　
　
種

浸　　種
【11～12℃で
7～9日間】

催　　芽
【30～32℃で
1～2日間程度】

温湯消毒後すぐに浸種作業に移行 微生物防除の催芽時処理【循環式催芽機を使用】

2.0葉苗300ｇ 13㎝前後

4葉苗100～120g 20㎝前後

密　　苗
苗の種類 葉　齢播種量 草　丈

14～20日

25～30日

育苗日数
7～8箱

25～30箱

苗箱数/10a

中　　苗

300密　　苗
乾もみ（g）/箱

375
催芽もみ（g）/箱

100～120 125～150中　　苗

● 温湯消毒や微生物農薬消毒後、風乾をせずに直ちに浸種を行います。
● 浸種する水の量は種子籾1㎏に対して水約4リットル（容量比1：２）とします。
● 水温は11℃～12℃で行います。

水温が10℃以下の場合では、種子の発芽率や種子消毒剤の効果が著しく落ちますので、早播き時
の低温期に浸種を行う場合は、冷え込み時は保温シート等をかけて浸種水温の低下を避けましょう。

● 浸種日数の目安は、7～9日間程度です。（積算温度が１００℃になるように行います。）
● 種子消毒効果を高めるため浸種開始から3日間は水を取り替えません。その後浸種終了までに酸素補給
と発芽抑制物質（茶色の水）の除去のために、2～3回新しい水に更新します。

● 密苗では、出芽勢を揃えることが重要管理点です。積算温度が均一なるよう、水温管理に注意します。

1.13
1.08

うるち
比　重

2.01
1.22

食　塩　（㎏）
2.56
1.50

硫　安　（㎏）

も　ち

（注）播種量は乾燥籾重量です。

自家採種籾、購入籾にかかわらず、
塩水選を実施しましょう。

塩水選後、塩分を除かないと発芽障害を起こすので、籾は十
分水洗いをして下さい。

温湯消毒法 微生物農薬防除
効　果
いもち病・ばか苗病・もみ枯細菌病・苗立枯細菌病・
褐条病・イネシンガレセンチュウ

手　順
■ 乾籾を準備します。
　塩水選した籾を用いる場合は、塩水選後水洗いし、
1時間以内に行うか、十分乾燥させた後に行います。

■ 乾籾重に対し20倍以上の温湯（60～62℃）と冷却
水を準備します。

■ 種籾を60～62℃の温湯に10分間浸漬した後、速
やかに流水に浸け冷却します。

■ 冷却後はそのまま通常の浸種作業を行います。

効　果
いもち病・褐条病・苗立枯細菌病・
苗立枯病（リゾープス菌）・ばか苗病・もみ枯細菌病

手　順
■ エコホープDJを使用します。
■ 200倍液に24時間浸漬消毒を行います。
■ 反復使用はしないで下さい。
■ 種籾10㎏の場合、薬剤100ccに水20リットルが
目安です。

■ 浸漬処理後、風乾せずにそのまま通常の催芽作業ま
たは浸種作業を行います。

■ 使用後の薬剤は、河川に流れ込むことの無いよう定
められた方法で適正に処理します。

2.5葉苗160～180g 13㎝前後稚　　苗 15～20日 16～20箱

（注）密苗の移植には、密苗対応の田植機が必要です。
※種子を取扱う場合は、袋に品種名を明記した荷札等を付けて取扱います。

微生物農薬（エコホープDJ）使用時の薬液水温には注意しましょう。

は避けて下さい。「浸種時処理」では、10℃以下、30℃以上
「催芽時処理」では、25℃以下、35℃以上

160～180稚　　苗 200～225

とれ太郎
スーパー

ケイ酸
リン酸の
補給

資材名

60㎏

施用量（10a）
ケイ酸・・・・・・・30％
苦土・・・・・・・・・12%
リン酸・・・・・・・・・6％
アルカリ分・・・45%

保証成分

収穫後～　
　翌年3月

けい酸加里
プレミア34

ケイ酸
加里の補給

20～
40㎏

ケイ酸・・・・・・・34%
加里・・・・・・・・・20%
苦土・・・・・・・・・・・４%
ほう素・・・・・・・0.１%

 春施用  40㎏
6月追肥 20㎏

施用時期

　水稲栽培の肥料として窒素は最も重要で
すが、リン酸、加里もとても重要な要素です。
基肥や穂肥でリン酸や加里も施肥しますが、
近年、環境こだわり農産物の作付け拡大、
また、一発肥料の利用により、窒素量は足
りていても、リン酸、加里の本田施用量が
減少しています。
　そこで、土づくり肥料として「とれ太郎ス
ーパー」、「けい酸加里プレミア34」「新ふ
りかけ堆肥eco」を施用することで、不足しているリン酸や加里の補給、同時にケイ酸も補給することで
水稲に必要な養分補給を適切に行います。土づくりを実践し、収量の増大、品質の向上を目指しましょう。
※生産基準米作付予定の方で「土力UPチャレンジ」のお申込をされた方は、対象の土づくり肥料を施用していただく事で「土力UP加算金」の対象となります。

用　途

鉄分・・・・・・・・・3%

含有成分

石灰・・・7～12％
鉄・・・・・・・2～5％

新ふりかけ
堆肥eco

腐植の補給
による地力
窒素の向上

100㎏  収穫後～　
　翌年3月

窒素・・・・・・1.9％
リン酸・・・・2.1％
加里・・・・・・・・・1％
苦土・・・・・・0.8％
ケイ酸・・・1.02％
鉄・・・・・・・・・・・・1％

種子の準備から出芽までの管理ポイント（水稲）

土づくりの実践（春施用）

種子の準備をするに当り、まず稚苗を作るのか中苗を作るのかを決めます。
①種子量の目安

〈苗の種類と主な特徴〉

塩水選を行い、もみ枯細菌病、ばか苗病などの保
菌籾を浮かせて除去することで、種子消毒の効果
が上がります。

②塩水選の実施

環境こだわり農産物の栽培で広く用いられている「温湯消毒法」・「微生物農薬防除」ですが、
化学合成農薬に比べると防除効果がやや不安定となる場合があります。ばか苗病の発生が年々
増加傾向にあります。より防除効果を高めるために、それぞれの単独処理を避け、防除効果の
向上が期待できる、温湯消毒と微生物農薬の催芽時処理を組み合わせた体系防除を行いましょう。

③種子消毒

④浸種作業

● 催芽は、播種前に種籾の芽を少し出す作業です。
● 催芽の仕方は、蒸気式催芽機（湿熱）や電気式催芽機（温水）またはお風呂を利
用した温湯による方式などがありますが、いずれも設定温度は30～32℃です。

● 日数は1～2日程度を目安に行って下さい。

⑤催　芽

● 出芽器による加温出芽は設定温度を３０℃にし、こまめに温度確認を行います。
● 苗代への平置きによる無加温出芽は、保温が必要な場合はポリフィルムや被覆資材を使用します。
● 無加温出芽は、密苗には不向きです。

⑦出　芽

品種を間違えないよう、箱に目印をつけたり、箱の色を品種ご
とに統一をしたり、播種するときは1日1品種とするなど作業
計画を工夫します。

⑥播種作業

〈食塩または硫安の使用量（水10リットル当たり㎏）〉

〈播種量の目安〉

〈JA北びわこ推奨土づくり肥料〉
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の
「
手
伝
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
。
そ
し
て
優
し
く
見
守
る
こ
と
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
と
行
動
を
心
掛
け
る
こ
と
こ

そ
が
優
し
い
社
会
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
う
。
勇
気
が
な
く
そ
の
言
葉
が
出
な
か
っ
た
私
に
そ
う
思
う
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た

の
は
バ
ス
で
見
か
け
た
お
じ
さ
ん
だ
っ
た
。

　

私
は
毎
朝
バ
ス
に
乗
っ
て
通
学
し
て
い
る
。
そ
の
バ
ス
は
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
で
平
日
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
お
疲
れ
の
様
子
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
く
乗
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
理
由
な
の
か
、
車
内
の
雰
囲
気
は
ど
ん
よ
り
と
し
て
い
て
少
し
怖
い
く
ら
い
に
感
じ
る
ほ

ど
だ
っ
た
。

　

そ
の
バ
ス
が
さ
ら
に
怖
さ
を
感
じ
さ
せ
る
日
が
週
に
二
日
あ
る
。
火
曜
日
と
木
曜
日
だ
。
そ
の
二
日
だ
け
手
押
し
車
と
共
に
乗
車
す
る

お
ば
あ
さ
ん
が
い
る
。
手
押
し
車
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
そ
れ
以
外
は
他
の
お
年
寄
り
と
何
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
な
の
に…
…

。
バ
ス
車

内
か
ら
遠
目
に
バ
ス
停
に
並
ぶ
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
姿
を
確
認
す
る
と
乗
客
の
何
人
か
が
分
か
り
や
す
く
た
め
息
を
つ
き
、
そ
の
瞬
間
雑

音
に
あ
ふ
れ
て
い
た
車
内
が
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
静
か
に
な
る
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
何
も
悪
く
な
い
。
た
だ
手
押
し
車
を
持
っ
て
い
る

か
ら
か
乗
る
と
き
に
他
の
人
よ
り
も
少
し
時
間
が
か
か
る
だ
け
だ
。「
手
伝
い
ま
す
」
と
誰
か
が
声
を
掛
け
れ
ば
す
ぐ
解
決
す
る
は
ず
な
の

に
、私
を
含
め
て
誰
も
そ
の
一
言
が
出
て
こ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、乗
客
何
人
か
が「
乗
ら
な
い
で
く
れ
」と
い
う
無
言
の
圧
力
を
放
つ
か
ら
だ
。

た
め
息
、
舌
打
ち
、
コ
ツ
コ
ツ
と
靴
で
床
を
踏
み
鳴
ら
す
音
全
て
意
図
的
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
出
し
て
い
て
、
極
め
つ
け
は
「
関
わ
り
た

く
な
い
」
と
訴
え
る
視
線
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
人
が
い
る
か
理
由
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。「
な
ん
で
こ
ん
な
ラ
ッ
シ
ュ
の
時

間
帯
に
乗
る
の
か
。
こ
っ
ち
は
仕
事
が
あ
っ
て
急
い
で
い
る
ん
だ
。」
と
い
う
自
分
勝
手
な
考
え
か
ら
で
あ
る
。
お
ば
あ
さ
ん
が
い
つ
ど
こ

に
行
こ
う
が
そ
れ
は
自
由
で
他
の
人
に
制
約
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。「
手
伝
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
も
中
に
は
い
る
は

ず
だ
が
、
無
言
の
圧
力
に
負
け
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
乗
客
全
員
で
お
ば
あ
さ
ん
に
圧
を
か
け
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く
り
お
ば
あ
さ
ん
は
い
つ
か
ら
か
小
声
で｢

す
い
ま
せ
ん｣

と
言
い

な
が
ら
バ
ス
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
そ
ん
な
暗
い
状
況
の
中
ヒ
ー
ロ
ー
が
現
れ
た
。
ヒ
ー
ロ
ー
は
お
じ
さ
ん
だ
っ
た
。

　

お
じ
さ
ん
は
「
今
日
火
曜
日
か
ぁ
」
と
い
つ
も
の
よ
う
に
暗
い
気
持
ち
で
座
っ
て
い
た
私
の
隣
の
席
に
つ
い
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
乗
る

バ
ス
停
に
近
づ
く
に
つ
れ
聞
こ
え
て
く
る
た
め
息
を
聞
い
て
「
皆
さ
ん
お
疲
れ
で
す
ね
。」
と
私
に
話
し
か
け
、
お
ば
あ
さ
ん
が
バ
ス
に
乗

ろ
う
と
す
る
と
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
手
伝
い
ま
す
よ
。」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
手
押
し
車
を
軽
々
持
ち
上
げ
て
席
を
譲
っ
た
。
お
ば

あ
さ
ん
は
最
初
お
じ
さ
ん
の
行
動
に
呆
気
に
取
ら
れ
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
満
面
の
笑
み
で
お
礼
を
言
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
お
じ
さ
ん
の
行

動
を
間
近
で
見
た
感
想
は
「
お
じ
さ
ん
は
強
い
」
だ
っ
た
。
無
言
の
圧
力
を
物
と
も
せ
ず
、私
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ス
マ
ー

ト
に
や
っ
て
の
け
、
お
ば
あ
さ
ん
を
笑
顔
に
し
た
お
じ
さ
ん
は
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
。

　

私
は
そ
ん
な
お
じ
さ
ん
の
行
動
に
憧
れ
て
自
分
も
自
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

　

そ
の
後
お
じ
さ
ん
が
バ
ス
に
乗
っ
て
く
る
こ
と
は
も
う
な
か
っ
た
。
が
、
私
は
ち
ゃ
ん
と
行
動
す
る
と
決
め
て
い
た
。
一
部
の
乗
客
の

イ
ラ
イ
ラ
は
気
づ
か
な
い
フ
リ
を
し
た
。
バ
ス
の
ド
ア
が
開
く
と
き
と
て
も
緊
張
し
て
お
じ
さ
ん
み
た
い
に
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
。
で

も
や
る
し
か
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、「
手
伝
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
た
。
手
押
し
車
を
乗
せ
お
ば
あ
さ
ん
に
席
を
譲
っ
た
、
そ
の
後

の
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
と
お
礼
は
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
。

　

お
じ
さ
ん
の
行
動
は
バ
ス
に
乗
る
人
た
ち
を
変
え
た
。
次
の
火
曜
日
「
よ
し
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
ら
、
前
に
座
っ
て
い
た
高
校
生
に

先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
手
押
し
車
を
バ
ス
に
乗
せ
る
担
当
と
お
ば
あ
さ
ん
を
支
え
て
バ
ス
に
乗
せ
る
担
当
と
い
う
役
割
分
担

が
自
然
と
で
き
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
お
ば
あ
さ
ん
が
下
車
す
る
際
に
運
転
手
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
を
す
る
の
で
つ
ら
れ
て
他

の
人
た
ち
も
運
転
手
さ
ん
に
お
礼
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

お
じ
さ
ん
は
乗
客
全
員
に
勇
気
を
も
っ
て
行
動
す
る
強
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。
お

じ
さ
ん
に
救
わ
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
た
。
こ
の
出
来
事
か
ら
バ
ス
車
内
は
優
し
い
思
い
や
り
が
あ
ふ
れ
る
暖
か

い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

私
た
ち
は
で
き
な
い
事
が
あ
る
の
が
当
た
り
前
。
で
も
、
そ
の
人
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
そ
し
て
全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
自
分
が
輝
け
る
社
会
を
自
ら
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
お
互
い
の
短
所
を
補
い
合
い
助
け
合
う
こ
と
、
優
し
く
見
守
る
こ
と
、
こ
の

二
つ
が
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

　

こ
う
し
た
思
い
や
り
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が

必
ず
で
き
る
。

　

一
度
だ
け
現
れ
て
バ
ス
に
乗
る
人
全
員
を
笑
顔
に
し
た
お
じ
さ
ん
は
、
間
違
い
な

く
み
ん
な
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
。
お
じ
さ
ん
に
偶
然
、
出
会
え
た
こ
と
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

勇
気
が
出
な
い
と
き
は
お
じ
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し
て「
強
く
」生
き
て
い
き
た
い
。

「
み
ん
な
の
ヒ
ー
ロ
ー
」

宮
城
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台
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仙
台
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﹇
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﹈

　
J
A
北
び
わ
こ
女
性
部
「
あ
ざ
い
夢
ク
ラ
ブ
」
は
、
2
月
1
日
か
ら
4
日
ま

で
の
4
日
間
、
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
の
調
理
室
に
て
「
み
そ
作
り
勉
強
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
炊
き
上
が
っ
た
大
豆
を
ミ
ン
チ
状
に
し
米
麹
と
塩

を
混
ぜ
合
わ
せ
、
み
そ
樽
に
詰
め
込
み
ま
す
。
み
そ
を
丸
め

空
気
を
抜
く
た
め
、
樽
に
「
バ
ン
」
と
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら

入
れ
て
い
き
、
非
常
に
体
力
が
い
る
作
業
で
す
。

　
自
分
で
育
て
収
穫
し
た
米
や
大
豆
を
使
う
こ
と
で
地
産
地

消
に
繋
が
り
「
美
味
し
い
！
」
と
食
べ
る
人
の
笑
顔
を
増
や

す
た
め
、「
あ
ざ
い
夢
ク
ラ
ブ
」
は
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す 

（
浅
井
支
店
）

　
2
月
2
日
、
浅
井
支
店
と
東
浅
井
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
職

員
は
支
店
協
同
活
動
と
し
て
、
支
店
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
支
店
協
同
活
動
は
「
組
合
員
・

地
域
住
民
と
の
接
点
の
強
化
」
と
「
地
域
貢
献
活
動

の
展
開
」
を
目
的
に
、
各
支
店
の
職
員
が
活
動
内
容

を
考
え
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
短
時
間
の
活
動
で
し
た
が
、
道
路
が
き
れ
い
に
な
る

と
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
は
、「
冬
場
な
の
で
ゴ
ミ
が
少
な

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
想
像
以
上
に
ゴ
ミ
が
集
ま
っ
て
驚
い
た
。
支
店
周
辺
を

歩
く
機
会
が
少
な
い
の
で
、
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

あ
ざ
い
夢
ク
ラ
ブ
で「
み
そ
作
り
勉
強
会
」を
開
催

　「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
J
A
グ
ル
ー

プ
が
す
す
め
る
「
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
食
・
農
・
地
域
を
担
う
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
食
卓
と
国
土

を
豊
か
に
作
り
あ
げ
て
き
た
農
業
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に

食
の
重
要
性
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
県
内
の
小
・
中
学
校
あ
わ
せ
て
1
6
9
校
か
ら
、
作
文
部
門
に

1
1
6
5
点
、
図
画
部
門
に
1
1
5
2
点
と
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
作
文
部
門
の
中
か
ら
、
北
び
わ
こ
管
内
の
速
水
小
学
校
1
年
生
「
山

下
晃
生
さ
ん
」
の
作
品
『
お
に
ぎ
り
が
い
ち
ば
ん
』
が
県
審
査
で
特
選
、
全
国

審
査
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
作
文
は
、
大
好
き
な
「
お

に
ぎ
り
」
を
通
し
て
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
家
族
の
大
き
な
愛
情
に
気
付
い
て

い
く
心
温
ま
る
作
品
で
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
山
下
さ
ん
に
は
、
1
月
28
日
（
金
）
に

速
水
小
学
校
に
て
同
校
の
横
尾
校
長
よ
り
賞
状
と
メ
ダ

ル
が
授
与
さ
れ
、
J
A
北
び
わ
こ
田
中
理
事
長
よ
り
粗

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。作
品
は
当
J
A
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人 

権

共に生きるすべての人の人権を
私たちは守ります。

やさしさ・ふれあい

基本的人権を憲法で保障されている私たち。
誰もが生まれながらにもっている幸せを追及する権利は守られていますか。
あなたの身近な人たちはどうですか。たとえば高齢者の皆さんのこと。
高齢者の皆さんは、どのような生き方を求めているでしょうか。
その人権や暮らしに関心をもち、高齢者を大切にする心を社会のなかに育てましょう。 

（挿絵　鶴房　健蔵さん）

　
寒
い
季
節
、
子
ど
も
が
大
好
き
な
の
が
お
み
そ

汁
で
す
。
親
と
し
て
も
、
苦
手
な
野
菜
で
も
お
み

そ
汁
に
入
れ
る
と
食
べ
て
く
れ
る
の
で
大
助
か
り
。

そ
ん
な
お
み
そ
汁
、
最
近
で
は
子
ど
も
た
ち
が
当

番
制
で
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
う
ち
に
あ
る
具

材
な
ら
何
で
も
使
っ
て
よ
い
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
私

が
作
っ
て
お
い
た
だ
し
に
、
子
ど
も
た
ち
が
選
び
、

切
っ
た
具
を
入
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
は

無
限
で
す
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
豆
腐
を
合
わ
せ
た
り
、

焼
き
芋
に
ワ
カ
メ
と
卵
を
入
れ
て
い
た
り
、
私
で
は

思
い
付
か
な
い
組
み
合
わ
せ
が
登
場
し
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
が
意
外
と
お
い
し
く
て
、
感
動
が
あ
り

ま
す
。
み
そ
も
3
種
類
ほ
ど
用
意
し
て
選
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
1
種
類
で
も
、
好
き
な
よ
う
に
ブ
レ

ン
ド
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
子
ど
も
た

ち
は
自
分
に
し
か
で
き
な
い
味
を
求
め
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
み
そ
は
、
つ
ぶ
し
た
大
豆
に
こ
う
じ
と
食
塩
を

混
ぜ
、
発
酵
、
熟
成
さ
せ
て
造
ら
れ
ま
す
。
米
こ

う
じ
を
使
う
米
み
そ
が
一
般
的
で
す
が
、
他
に
も

麦
こ
う
じ
を
使
う
麦
み
そ
、
大
豆
の
み
を
使
う
豆

み
そ
、
こ
れ
ら
を
ブ
レ
ン
ド
さ
せ
て
い
る
調
合
み
そ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
色
で
分
け
る
と
、
赤
み
そ

と
白
み
そ
が
あ
り
、
赤
み
そ
は
原
料
の
大
豆
を
蒸

し
て
造
り
、
白
み
そ
は
煮
て
造
り
ま
す
。

　
み
そ
は
地
方
の
特
色
が
と
て
も
出
る
調
味
料
で

す
。
中
京
地
方
の
色
の
濃
い
豆
み
そ
は
有
名
で
す

が
、
他
に
も
、
同
じ
麦
み
そ
で
も
、
九
州
地
方
で

は
甘
味
の
強
い
物
が
多
く
、
関
東
で
は
色
の
濃
い

辛
味
が
強
い
物
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
種
類

の
違
う
み
そ
を
用
意
し
て
お
く
と
、
子
ど
も
た
ち

は
選
ぶ
の
も
真
剣
。
最
近
で
は
、
買
い
に
行
く
と

こ
ろ
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
み
そ
は
体
に
欠
か
せ
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
多

く
含
ま
れ
て
お
り
栄

養
価
が
高
く
、
消

化
吸
収
率
も
高
い
、

体
に
優
し
い
調
味
料

で
す
。
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
、

毎
日
の
お
み
そ
汁
を

続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
分
色
の
お
み
そ
汁
作
り

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
岡
村 

麻
純

私
の
食
育
日
記

発行／ＪＡ滋賀中央会・ＪＡ滋賀同和対策本部
〒520－0807　大津市松本一丁目 2－20　TEL 077（521）1619

http://www.jas.or.jp/

J Aグループ滋賀

　農地中間管理機構より、令和４年度前期の受付が3月1日（火）より行われています。業務委託を
受けているJAでは、農用地の貸付希望者の受付を6月30日（木）まで行っています。（※借受希望
者については随時受付しています。）受付に関する事務窓口は、ＪＡ北びわこ営農経済センターまたは、
浅井支店、びわ支店、高月支店、木之本支店の営農経済係にて承りますので、お気軽にご相談下さい。

農地中間管理事業　令和４年度前期の受付について

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選



12/22～1/19

山羊座 【全体運】交流が活発化。うれしい話も聞
けそうです。協力体制をつくるチャンス。

仲間を募って新しいことを始めましょう　【健康運】何でもおいし
い。腹八分目を心掛けて　【幸運の食べ物】イカナゴ

1/20～2/18

水瓶座 【全体運】周囲の目を集めやすいとき。見
られているのを意識して行動するとチャ

ンスが倍増。かっこいいやり方を工夫して　【健康運】パワフル。
張り切り過ぎてけがをしないように　【幸運の食べ物】ルッコラ

2/19～3/20

魚座 【全体運】太陽の祝福を受ける好調運。新
しいことに取り組むのが大吉。難しい状

況も強気でいけば前進へ。勇気を出して　【健康運】心配し過ぎ
は駄目。軽い運動でリラックス　【幸運の食べ物】ワカサギ

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

第
6
回
経
営
管
理
委
員
会

●
令
和
4
年
1
月
31
日（
月
）午
後
1
時
30
分
〜

﹇
協
議
事
項
﹈

（1）
　
次
期（
第
11
次
）役
員
体
制
見
直
し（
案
）に
つ
い
て（
継
続
）

理
事
会
だ
よ
り

1
月
定
例
理
事
会

●
令
和
4
年
1
月
27
日（
木
）午
後
1
時
30
分
〜

﹇
協
議
事
項
﹈

（1）
　
令
和
3
年
度
第
3
四
半
期
末
仮
決
算
に
つ
い
て

（2）
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
態
勢
運
営
要
領
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

（3）
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

農産物直売所 ゆめまる館だより
高月小

高月
図書館

高月駅
J
R
北
陸
本
線

北
陸
自
動
車
道

ロ
ー
ソ
ン

8 ３６５

N

高月セルフ給油所

ゆめまる館

JA高月支店

●住　　所／高月町高月1340－1
●営業時間／9:30～16:00
●定　休　日／毎週木曜日
●電話番号／0749－85－6033

1袋30㎏ 9,600円
1㎏から量り売り販売もしています好評発売中！！

主
な
事
業
量

●
貯
　
金
 

１
，３
３
４
億
６
０
百
万
円

●
貸
出
金
 

９
１
億
０
５
百
万
円

●
長
期
共
済
保
有
高
 
３
，４
９
８
億
９
０
百
万
円

●
販
売
品
販
売
高
 

１
９
億
４
８
百
万
円

（
う
ち
米　

１
７
億
５
１
百
万
円
）

●
購
買
品
供
給
高 

１
０
億
８
２
百
万
円

等たくさん出荷中！！

大根 キャベツ 白菜 ブロッコリー

法蓮草 小松菜 大豆 黒豆

（
令
和
４
年
１
月
末
現
在
）

（2）
　
店
舗
機
能
再
編
計
画（
案
）に
つ
い
て

（3）
　
郵
便
窓
口
業
務
の
廃
止（
案
）に
つ
い
て

（4）
　
会
長
の
他
団
体
役
員
へ
の
就
任
に
つ
い
て

主
な
議
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地元産野菜

好評発売中！！

湖北の

　　いちご

　ＪＡ北びわこでは、令和４年４月１日より、当ＪＡのキャッシュカードを
用いてコンビニ（セブン銀行・イーネット・ローソン銀行）、ゆうちょ
銀行のＡＴＭをご利用時の入出金手数料について、右表のとおり変更
いたすこととなりました。
　組合員利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、何卒
ご理解賜りますようお願い申しあげます。
　なお、給与振込口座・年金受取口座を当ＪＡにご指定いただいてい
る方につきましては令和４年３月２５日より導入を予定しております「ＪＡ
バンク優遇プログラム」において月２回を上限に手数料を無料※に優
遇させていただきます。
※手数料金額が１１０円、２２０円のどちらであっても無料となります。
※３回目以降からは所定の手数料を頂戴いたします。

●セブン銀行・ローソン銀行・イーネット
令和4年3月31日（木）まで

※ローソン銀行・イーネットは平日6：30

8：45 23：0018：0014：009：007：00※

入
金
・
出
金

平　日
土曜日
日・祝日

110円 無料 110円
110円 無料 110円

110円

＊引き続き手数料無料にてご利用いただけるＡＴＭ
　●ＪＡバンクＡＴＭおよびＪＦマリンバンクＡＴＭ（終日無料）　●三菱ＵＦＪ銀行ＡＴＭ（平日8：45～18：00は無料）

●ゆうちょ銀行

110円
21：008：00

入
金
・
出
金

平　日
土日・祝日 110円

●セブン銀行・ローソン銀行・イーネット
令和4年4月1日（金）以降

※ローソン銀行・イーネットは平日6：30

※金額はすべて税込です

8：45 23：0018：007：00※
入
金
・
出
金

平　日
土日・祝日

220円 110円 220円
220円

8：45 18：00

220円 220円

●ゆうちょ銀行

110円
21：008：00

入
金
・
出
金

平　日
土日・祝日 220円

キサラギ2月号パズルの答え
クロスワードパズルは3ヶ月ごとに掲載します。

コンビニ、ゆうちょ銀行ＡＴＭ利用時の入出金手数料変更のお知らせ

　毎月ご愛読いただき誠にありがとうございます。ホームペー
ジで「手軽に健康 手指体操」や「シェフ永井のおすすめレシピ」、
「今月のやさしい野菜作り」など掲載しておりますので、ぜひご
覧ください。最新情報はホームページ
でご確認ください。 北びわこ農協

ぜひ、ホームページにお立ち寄りください！！

ＪＡ北びわこ 余呉支店店外ATM
およびゆうちょ銀行ATMのご案内
　日頃より、JA北びわこをご利用いただき誠にあり
がとうございます。
　このたびの店舗再編により、余呉支店は金融サー
ビスに限定した支店に再編されますが、現在ご利用
いただいております、長浜信用金庫との共同利用に
よる「余呉キャッシュコーナー」におきましては今まで
通りご利用いただけますのでご案内いたします。
　また、お近くのゆうちょ銀行ＡＴＭもご利用いただ
けます。
●共同利用「余呉キャッシュコーナー」 
　・長浜信用金庫　長浜市役所余呉支所前出張所
　・ご利用いただける時間

※キャッシュカードでの出金・残高照会
　のみお取引できます。

平　日
土曜日

日曜日・祝祭日

8：00～20：00
9：00～17：00
9：00～17：00

　
こ
の
ほ
ど
、
近
江
米
振
興
協
会
が
主
催
す
る
「
近
江
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、「
環
境
こ
だ
わ
り
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
部
門
で
、

当
J
A
組
合
員
の
宮
前
英
之
さ
ん
が
優
良
賞
（
近
江
米
振
興
協
会
長

表
彰
）、
並
び
に
優
秀
賞
（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
滋
賀
県
本

部
長
表
彰
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
前
さ
ん
は
元
々
兼
業
農
家
で
し
た
が
、
退
職
後
6
年
間
農
業
に

従
事
さ
れ
、
過
去
に
も
「
長
浜
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
や
孫
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
長
浜
市
木
之
本
町
杉
野
で
お
米
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。「
杉
野
の
お
米
は
お
い
し
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
ど
の
く
ら
い
お

い
し
い
の
か
数
値
化
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
き
っ
か
け
に
、
3
年
前

か
ら
友
人
と
一
緒
に
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。「
毎
年
審

査
結
果
を
見
て
、
友
人
と
競
い
合
っ
て
い
る
。
友
人
に
負
け
た
と
き
は

悔
し
か
っ
た
が
、
今
回
は
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
だ
さ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
授
賞
式

に
は
妻
の
美
和
子
さ
ん
も
同
席
さ

れ
、「
い
つ
も
お
い
し
い
お
米
を
食
べ

て
い
ま
す
」
と
夫
婦
で
喜
び
を
分
か

ち
合
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
目

標
と
し
て
「
全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
友
人

と
一
緒
に
優
勝
し
た
い
」
と
意
欲
的

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
近
江
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で

組
合
員
の
宮
前
英
之
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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